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Abstract

For the purpose of the e瓜cient data processing in the ordinary solid state physics
●          ●                                                                                                ●

experiments, we have built the new data processor functioning between a micro-
●

computer and an external equipment. Lengthy manual procedures can be eliminated
●

through a full automatic operation of the present machine. The data processor consists

of the following components; an input interface, an analogue multiplexer and a
●                                                                 ●

micro - computer.

1.　は　じ　め　に

今日の物性実験に要求される大量のデータ処理と高精度化に対処するためにプログラム内蔵

マイクロ･コンピューターを用いたデータ･プロセッサを試作した｡

一般にデ-タ収集のために使用されるアナログ記録計は3桁の精度が限度であるのに対し

て,このプロセッサはアナログ量入力6桁,処理能力15桁の機能をもち, 8チャンネルのデ

ータ収集ができる｡また,処理過程が理解できるようにセッティング･スイッチやインディケ

ータを備えてみた｡このプロセッサのもつ内蔵プログラムの機能により　NMRやESRに使

用されるポッグスカーインテグレータやガスグロマヤグラフイの定量計算への応用が考えられ

る｡

ノ

2.構　　　　　成

2.1　マイクロコンピュータについて

SOBAXICC-2700A (以下MCと略記する)を使用した｡この機種はプログラムによる自

動計算で,初等関数や特殊関数等を含む計算や高次代数方程式,線型方程式まで及ぶ｡これ

らの計算はメモ1)- (i2本)とプログラム･ステップ数(253ステップ),条件判断機能など

によって,処理している｡更にプリンター接続ができ,演算結果やプログラムを印字できるよ

うになっている｡このMCは正論理方式を採用していて,信号は通常ローレベルで,動作入

力は一般にハイレベルとなる｡ここでハイレベルは4.0V [MAX]-2.0V [MIN]でローレベ
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ルは0.3V [MAX十となっている.入力信号としてI5I4I3I2Il (総称f),云蒜S7などがあ

る.これらは外部機器がMCをコン下ロールする為に,直接使用する信号で,コン下ロール

する時にローレベル"0"とする｡又, MCの状態を外部機器に伝える為のコマンド信号やタ

イミング信号からなる出力信号には, BUSYl, BUSY2, Fの信号がある｡記号のバーは否定

を表わしている｡

2.2　入力インターフェイスについて

周波数計の上位桁から順次, INPUT-BUFFERにセッtするために, 6桁分のパルスを発

生する必要がある｡データ･セレクT回路のタイミング･チャーtをFig.1に示す　CLOCK

CL

523

FF-Q

A

B

C

Fig. 1. Timing chart of data select generator

は1mS及び1Sの2系統をNANDゲ-I 2個による無安定マルチバイプレータで発生させ

ている｡周波数計のゲートによるスタ-t信号が入ると, J-K. FLIP-FLOPによりCLOCK

に周期した1パルスを発生し, R-S FLIP-FLOPをON状態にし,ゲ-I Gを開いてカウ

ンタによる計数が開始される｡そして, 6桁分のパルスをカウン下したところでカウンタをl)

セッTする｡このカウンタに接続しているデコーダによって,自動演算時のSl信号をコンT

ロールするパルスも出している.セレクtされたデータはデコーダによって10進化(負論理)

される｡ところでこのMCは二卜2-4-2コードシステムを採用しているためにコード変換を要

する.このコード変換はダイオードマt 1)ックスによって10進数をト2-4-2コードに変換し
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Fig.2. Comparison of code system

(note) "1": High level, "0":

Low level, I5: MCs peculiar
bit

ている.即ち,このダイオードマtl)ックス回路

は多入力OR回路となっている(Fig.2参照)0

この出力はインバータを通りⅠ端子に接続される｡

次に置数及び自動演算に必要な信号I, ST,云忘

のパルス発生の手順を示すと,最初に全てのⅠを

1)セッTする｡実際には) ZIARを=0日クランプ

することでⅠのl)セッtができるので不要であ

る｡次にINSUT-BUFFER Ix-5を所望のⅠの

コードに応じ選択的にクランプする.これは云完

と同時か石蒜が"1日に復帰後,最低500nSは

"0日クランプする必要がある.信号膏菅を=0日

クランプする　INPUT BUFFERのセッティン

グだけではMCは動作せず,このTT信号にて

始めて動作を開始する｡叉,この"0"クランプ
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はINPUT-BUFFERのセッティング終了後に行なう必要がある｡自動演算においてはST信

号をF信号によって解除きれて演算が開始される.これは前述の菖菅信号と同じであるが,

"0日クランプ時間が異なる｡即ち,扉の=0日クランプの解除を信号F-"1日によって行な

う｡以上のことをタイミング･チャ-トで示すとFig.3.1のようになり,どの方式でもよい

が,本棟では(b)の方式を採っている｡それをFig.3.2に示す｡

前言マ~　｢　二二二⊥　ー　　　　｢

ZIAR ｢｣｢∴｢　1F ｢JT

I n　　　　　　　　｢｣｢-　~｢｣~-
S7　ー　　　　｢　　　　　　　　　｢

(a)　　　　　　(b)　　　　　　(c)

Fig. 3.1. Availiable timing chart.

Fig. 3.2　Timing chart using a form of (b) ex. 123S (at Auto operation)
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Fig. 4. Circuit diagram of data processer.

lC　卜4 :SN74I5I
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一般に計測する物理量はアナログ量であることが多いために,周波数計で計数可能にするた

めにはVFC (電圧一周波数変換器)を用いる｡変換周波数帯域1MHzのノものでマイクロボル

トのオ-ダーの変圧を周波数に変換する能力を持っている｡さらに数種のアナログ量を選択す

るためにはアナログマルチプレグサを要する｡本機では8チャンネルのものを使用している｡

入力順序はエンコ-ド制御方式のスキャンナにより任意に設定できるようになっている｡これ

によって,ステップ数の少ない自由度の高いプログラムができるという利点を持っている｡

Fig.4に本棟の全回路図を示す｡

3.応　　用　　例

自動化したMarxの複合水晶振動子法による内部摩擦とYoung率測定のデータ処理を本棟

で行ってみた｡

全共鳴周波数をfT,全内部摩擦をBT,全質量をmTとし,試料自身のそれをJt, Bs, ms,

Young率をEs,温度をTsとする.変数としての電気入力は熱電対の起電力VT,全共鳴周

波数fT,励振電EE Vdで次の関係式から�"*蝣Si Jsi *-*Si *-*Sが求められる.
ノ

7¥ -0.241 VT

/,-
fTmT -fqmq

E,-

Bs-

βr-

m.

(/.//ォ�") '

1+αdr
ERT

BtMt - Bqmq

m.

K V,

tnrjT2　Vg

mr, *サq, **　fq,JRT, a, ERT, Bq, K, Vgは定数として,あらかじめメモy-mi-

M7に整理して記憶させておく｡これよりプログラムはFig.5のようになる｡プリンタには

Ts, fs, Es) BTの順に印字される｡

XM70bPJ PXM60-HM目

せ÷()l (mXM50サM8CI S

XM20-M40-PJ PXR-M

9C IXM80丘PJPSXM10

÷M90-M30▲PJ EPE

Fig. 5. Sample Program.

有行桁が大きくとれるので, NaClのYoung率をアナログレコーダーでは確認できない微

小な変化が測定できた｡測定結果の詳細は他機会に譲る｡

4.む　　す　　び

汎用性のある物理計測システムを作ろうとしたら,最低ミニコンピュータを必要とし,ここ
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で使用したMCで作るとしたら,演算速度,内部メモリーの面から見て,困難だと思われる｡

しかし,汎用性を求めなければ,比較的,低コスtで作れるかなり優れた測定器とみることも

できる｡

外部メモ1)-の増設やD/A変換器で測定結果をディスプレイすることにより,種々の機能

をもったシステムを構成できるであろう｡即ち,データ処理のみではなく,制御の機能を加え

ることによってMCにもっと積極的な役割を与えることにより,さらに完全なシステムを作

ることができよう｡


